
課題情報シート 

 

課題名： 木造住宅の解体工事に関する施工管理法の提案  

－木質資源のリユースに関する取り組み－ 
  

施設名： 東北職業能力開発大学校 
  

課程名： 応用課程 訓練科名： 建築施工システム技術科 
  

課題の区分： 開発課題 課題の形態： 製作 

 

課題の制作・開発目的 

 

（1）課題実習の前提となる科目または知識、技能・技術 

安全衛生、応用構造力学、建築生産管理、施工実験、木質施工・施工管理実習、 

施工管理 

 

（2）課題に取り組む推奨段階 

木質構造施工・施工管理課題実習終了後 

 

（3）課題によって養成する知識、技能・技術 

課題を通して、主に企画、施工計画、施工・施工管理、評価、省力化、合理化といった

技術の実践力を身に付けます。 

 

（4）課題実習の時間と人数 

人 数：40 名（2 年生：13 名、1 年生：施工者 27 名） 

時 間：216 時間 

 

これからの日本の建築生産技術は、環境に配慮し、合理的に再生する事を求められていま

す。 

 本課題実習では、建物を解体時に粉砕し埋め立てる現在の解体方式から、建物を丁寧に解

体し、可能な限り部材をリユースしていくことができるようにする方式を提案するため、木

造施工・施工管理実習で建築した建物を対象に解体工事を管理・施工しました。構法的およ

び工事者的側面（人工数）から整理・考察し、解体工事の工事管理・管理報告作成を目的と

しました。 

 

課題の成果概要 

 

開発課題から、リユース部材の取得には、詳細な解体工事計画と取得部材の事前選定を行

うことが重要であることを習得できました。社会的な問題から必要とされる課題を設定し、

事前調査、施工計画、施工・施工管理、評価の流れから、省力化、合理化などの試行を繰り

返しながら実施しました。また実施段階では、1年生を専門工事業の技能者とし、2年生が管

理者として、それぞれの立場で必要な品質管理等を実践していきました（図１）。 



解体工事管理の評価方法として、解体工程作成に伴い手間数を算出し計画の評価を行いま

した（表１）。また、部材リユース率を図２に示します。この実習を通して、建物の生産過程

だけを考慮するのではなく、建物の更新も考えにいれた設計・施工計画の必要性を習得でき

ました。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題制作・開発の訓練ポイントおよび所見 

学生は木造住宅の解体工事に関する管理研究を通して、企画力、リーダーシップ力、調整

力、分析力、実践力、プレゼンテーション力を個々の学生のキャラクターに応じてバランス

よく展開し習得に努めることができました。 

＜製作（制作）・開発過程の概要＞ 

 解体工事管理を行うにあたり、解体計画班、安全管理班、研究班に分かれて準備を行いま

した。解体工事計画は、11 月末から約 1 ヶ月間、1 月から解体工事を実施しました。工程表

を表２に示します。その後、研究班のデータをもとに工事管理評価を行いました（表２）。 

表２ 解体工事工程表 

 

集合時間 午前9時開始 2年生 現場管理者日野祐太 副管理者 荒井拓
午前9時30分作業開始 １時限 作業員 大澤泉 作業員 佐藤剣

午後16時10分　作業終了 １年生 浅野はる
か

阿保義浩 太田代真
吾

佐々木雄
二

佐藤洋祐 高波仁一 田村拓也
土屋夏美 長尾康平 福井英里 藤原彰剛 保坂朝治 山内頂裕

１時限 ２時限 ３時限 ４時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限
フローリング　撤去 2

各種建具・仕上げ材　取り外し 2
手すり　解体 2

天井材・回縁　取り外し 2
垂木・小屋組　解体 4

 ロフト　解体 2
壁・石膏ボード　取り外し 2

窓台・垂壁・受材　取り外し 2
筋かい・間柱　取り外し 2

各種金物　取り外し 4
小屋火打ち梁（木製）取り外し 2

小屋梁　解体 4
管柱　取り外し 2

 床板・根太　取り外し 4
床火打ち梁（鋼製） 2

床梁各種金物　取り外し 10
床梁　解体 10

外壁　取り外し 1
畳・フローリング　撤去 2

各種建具・仕上げ　取り外し 2
床の間壁の除去 3

天井材・ジプトン材　取り外し 2
壁・石膏ボード　取り外し 3

吹抜・和室部の廻り縁　取り外し 3
窓台・垂壁・受材　取り外し 2

筋かい　取り外し 3
間柱　取り外し 3

ホールダウン金物　取り外し 3
通し柱　取り外し 4
管柱　取り外し 6

床板・根太　取り外し 5
火打ち材（木製）　取り外し 3

アンカー　取り外し 4
土台　解体 7

重量測定（毎回2名） 2
足場解体 5～11
材の釘抜き 2～6

環境整備作業 1～13
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工程 作業内容
計画手間
数（人・時）

所要手間数
（人・時）

計画誤差
計画手間数
（人・時）

所要手間
数（人・時）

計画誤差

第1工程 内部造作ばらし 3.50 3.17 -0.33 8.25 6.68 -1.57

第２工程 建具・内装ばらし 1.00 1.17 0.17 3.00 1.10 -1.90

第3工程 天井・仕上げばらし 3.00 6.00 3.00 4.50 4.98 0.48

第4工程 内壁・石膏ボード解体 5.17 5.00 -0.17 6.00 18.83 12.83

第5工程 受け材・窓台解体 2.00 5.00 3.00 4.50 7.08 2.58

第6工程 外壁解体 1.17 1.00 -0.17 0.75 1.83 1.08

第7工程 金物・釘ぬき 12.00 8.83 -3.17 31.83 27.08 8.92

第8工程 間柱・筋かい解体 4.00 5.00 1.00 9.00 7.70 -1.30

第9工程 垂木・小屋組み除去 3.67 3.50 -0.17 10.50 5.00 -5.50

第10工程 梁・桁の除去 7.00 3.83 -3.17 16.50 0.92 -15.58

第11工程 床組み除去 7.67 3.00 -4.67 6.75 4.45 -2.30

第12工程 柱の除去 10.33 4.00 -6.33 9.00 3.60 -5.40

第13工程 土台の除去 5.33 1.50 -3.83 18.75 0.80 -17.95

第14工程 足場の除去 47.67 10.00 -37.67 49.50 8.63 -40.88

113.50 61.00 -52.50 178.83 98.68 -66.48

改築班 新築班工程別手間数

総計

保存
343.7kg
21%

破棄
1282.0kg
79%

改築班 部材リユース率

総重量

1626.0ｋｇ

保存

997.4ｋｇ
71%

破棄

411.3ｋｇ
29%

新築班 部材リユース率

総重量

1408.7ｋｇ

図１解体建物 

表１ 工程別手間数 

図２ 部材リユース率 



 

養成する能力 
（知識､技能･技術） 

課題制作・開発のポイント 訓練（指導）ポイント 

○リーダーシップ力、調整力、

安全衛生管理 

 

 

 

 

 

○分析力、実践力 

 

 

 

 

○プレゼンテーション力 

 

◇解体の作業手順を決定させ

ます。 

◇安全衛生管理を徹底させま

す。 

 

 

 

◇解体工事管理の評価を数

量的に明らかにします。 

部材リユース率を明確に

しておきます。 

 

◇報告書の内容を効果的に

時間内に発表できるよう

にします。 

プレゼン用ツールの有効

な活用ができるようにし

ます。 

 

 

 

 

●直面している課題の取り組

み状況を把握し、問題点や

解決方法について個別に話

し合う機会を持ちます。 

・安全衛生に留意させます。 

・解体の機器の適正な使用

方法を指導します。 

●廃棄物処理を適性にさせる

ための事前学習を行いま

す。 

 

 

●客観的な表現・評価の書類

の作成方法を指導します。 

 

 

 

 

 

 

●グループ会議や勉強会の機

会を増やします。 

 

＜指導員に対する所見＞ 

2 年生が 1 年生を指導することから、上級生は緊張感および責任感をもって実習に取り組んで

います。指導員は、2 年生が計画する作業工程等を適正に評価し、個々の学生が種々の役割を体

験できるように指導していく必要があります。 

 

課題に関する問い合わせ先 

 

施設名  ：      東北職業能力開発大学校 

住 所  ：      〒987-2223 

            宮城県栗原市築館字萩沢土橋 26 

電話番号 ：      0228-22-2082 

施設 Web アドレス ：  http://www.ehdo.go.jp/miyagi/ptcollege/index.html 


